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高校生と意見交換をしました

　令和３年11月18日、県立丸岡高校の２年生と意見交換を行いました。同校は文部科学省の
「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」の指定校であり、２年生は総合的な探求学習
の一環として、まちづくりや健康福祉、食などを題材に、地域の企業や自治体と協働して課題
解決策を探る学習に取り組んでいます。
　生徒たちは各々が設定した課題のもと、これまでに行ってきた活動内容を議員に発表し、今
後の活動の進め方や、調査をする上で
困っていることなどについて、議員と
意見交換を行いました。
　生徒たち自身が、卒業後に希望して
いる進路と重ねながらテーマを設定し
ていることもあり、どの生徒もとても
前向きな意見を述べていたのが印象的
でした。地域の活性化やＳＤＧｓを学
ぶ中で、自分たちの将来を考える良い
機会になっていると感じました。

丸岡高校

　令和４年２月１日、県立三国高校の２年生と意見交換を行いました。本来であれば議員が同
校に出向いて開催するのですが、新型コロナウイルス感染症の流行を鑑み、今回はＷｅｂ会議
ツール「ＺＯＯＭ」を用いたオンライン形式により行われました。
　今年も前年と同じように、三高地域魅力化プロジェクトの一環として実施されており、生徒
たちはグループごとに地域の問題について調査・研究を行ってきました。当日はその成果を提
言としてまとめ、プレゼン方式で議員
に発表し、発表後は議員による質問や
アドバイスという形で意見交換をしま
した。
　生徒たちが知恵を出し合って提案し
ていることや、課題解決に向け高校生
の目線で考えていることなどがよく伝
わりました。すぐに事業化に向けて予
算化したいと感じられるような提案も
あり、年々プレゼンテーションの内容
がレベルアップしていると感じました。

三国高校
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220万円

10億8,308万円

1億1,683万円
1,425万円
2,398万円

1,577万円
7,003万円
740万円
600万円

300万円

2,000万円

767万円

1,147万円
2億6,692万円

850万円

 み んなで未来につなぐまちづくり
　多文化共生事業
　市長・市議会議員選挙事業
　地方創生推進事業
　（移住就職支援）　　
　寄附市民参画事業
　行政区事務事業
　（行政デジタルアプリ）
　財産管理事務事業
　（旧中筋団地跡地造成）

 互 いに思いやり支え合うまちづくり
　在宅介護支援事業
　（在宅介護外出支援）
　認知症対策事業
　（認知症予防対策）　　　　　
　予防接種事業
　地域子育て支援事業
　幼保園等施設整備事業
　重層的支援体制整備事業

学 ぶ意欲を支えるまちづくり
　小学校施設整備事業
　（加戸、長畝小）
　小学校教育振興事業
　（プール学習モデル事業）
　学校給食管理事業
　（学校給食費負担軽減）
　スポーツ大会運営事業
　（ふくい桜マラソン）
　みくに龍翔館改修整備事業

341万円
4,150万円
　2,361万円

　
7億4,200万円

100万円

2,100万円

621万円

940万円
　　　　　

2億4,604万円
8,523万円

2億1,450万円
3億7,111万円

3,500万円

427万円
　　　　　

1億9,550万円

1,382万円

5億3,664万円

主な重点施策予算（★：新規）

【市の予算規模】 （万円未満四捨五入）

令和４年度一般会計予算を議決！令和４年度一般会計予算を議決！令和４年度一般会計予算を議決！
総額 394億200万円 （前年度比 △2.7％）

 自 然と共生できるまちづくり
　環境共生事業
　（環境教育推進事業）
　一般廃棄物収集処理事業

 地 域資源を活かし活力に満ちたまちづくり
　三里浜砂丘地園芸産地育成事業
★新規就農者育成総合対策事業
　畜産経営支援事業
　（畜産経営基盤強化支援）
★三国港市場振興事業
　観光ビジョン戦略事業
　東尋坊再整備事業
★地域商業活性化事業
　（キッチンカー等導入支援）
　市内企業就職応援事業
　（企業キャリア支援）

 安 全で快適な暮らしを支えるまちづくり
　安全・安心まちづくり事業
　（ＬＥＤ防犯灯設置補助）
　防災事業
　（災害・新型コロナ対策関連備蓄物資）
　空き家等対策事業
　道路改良事業
　（市単・補助）
　河川事務事業
　（急傾斜地崩壊防止対策）

会　　　計 予　算　額 前年度比較
増減

一般会計 △2.7%

2.8%

17.0%

394億200万円

80億7,840万円

13億870万円

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

会　　　計

総　　　計

予　算　額 前年度比較
増減

水道事業会計

公共下水道事業会計

農業集落排水事業会計

病院事業会計

△1.0%

△0.1%

3.1%

0.5%

△1.1%

23億9,970万円

51億7,000万円

5,040万円

25億7,270万円

589億8,190万円

市議会だより市議会だより
坂井坂井

3 当初予算概要



予算特別委員会予算特別委員会
～２月14日・15日、３月４日 開催～

当初予算などを審議

主な質疑と答弁

予算が減額されている理由は。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で活動が
大幅に減っており、近年の活動状況を踏まえ、
出動手当に対する予算の見直しを行ったため。

【防犯隊活動事業】問

答

旧中筋団地跡地の今後の活用は。

現在測量作業中であり、令和４年度から６年
度にかけて単年度ごとに造成工事を実施し、
完了後は住民向けに販売することを予定して
いる。

【財産管理事務事業】問

答

今後の方向性についての考えは。

オンデマンド交通を活用することで、接続ル
ートはできるだけ早く廃止したい。基幹ルー
トについては、もう少し直線的に動けるよう
見直しを行い、便数を増やしていく。

【コミュニティバス運行事業】問

答

民生委員、児童委員のなり手不足への対策は。

重層的支援体制整備事業の包括的な支援体制
の中で対応し、各区長や現職の委員の声を聞
きながら、過度な負担を強いることのないよ
う支援を行い、なり手不足の解消に取り組む。

【民生児童委員協議会活動補助事業】問

答

拡充された補助の内容は。

中古住宅を取得した場合についても新たに補
助の対象とし、空き家や中古住宅の利用促進
を図っていく。

【住宅リフォーム支援事業】問

答

本市はゼロカーボンシティ宣言をしているが、
市独自の削減目標や施策が必要ではないか。

2050年ゼロカーボンの実現を進めるため、
本市版の脱炭素ロードマップ策定を目標にし
た調査研究を行っている。ロードマップには
市独自の削減目標を掲げ、目標達成のための
施策を盛り込んでいく。

【地球温暖化防止対策事業】問

答

小学校のプール学習はどのように実施してい
くのか。

令和４年度は三国南小学校と平章小学校の
２校をモデル校として、屋内プールを活用
した学習を試験的に実施していく。移動に
ついては民間のバスを利用する。

【小学校教育振興事業】問

答

どのように本市産米の消費拡大をPRしていくのか。

「くずりゅう千年耕園」というブランドネーム
に力を入れ、関西方面での本市産米の販路拡
大に取り組んでいる。今後、米消費に関する
輸出拡大も含めて支援していく。

【さかい米普及拡大促進事業】問

答

4予算特別委員会

　本委員会ではこれまでに、コミュニティバス、並
行在来線第三セクター設立準備の状況や高齢者の外
出支援などについて、市担当部局と審議を行ってき
ており、近年はオンデマンド型交通の取り組みや地
域公共交通計画の見直しについて議論を重ねてきた。
　令和元年には先進地視察で得た知見をもとに、本
委員会として、デマンド方式による新たな公共交通
事業の導入の実施や外出支援策の充実について、具
体的に取りまとめた提言書を市長に提出した。
　また、令和２年12月定例会には、北陸新幹線金沢
敦賀間の開業の遅れに伴い、委員会発議として「北陸

新幹線敦賀開業に伴う福井県並行在来線の準備会社
に対する財政支援を求める意見書」を国に提出した。
　今後、各部局においては「坂井市地域公共交通計画」
に基づき、将来にわたり持続可能なまちづくりに向
けて、誰もが利用しやすく快適、利便性に優れた公
共交通の整備が進められていくことを大いに期待す
る。
　また、北陸新幹線敦賀開業を見据え、観光客向け
の二次交通も重要な案件であり、オンデマンド型交
通と同様に、今後も引き続き調査・研究を進めること
が望ましいと本委員会で確認した。

持続可能なまちづくりの実現に向けて、少子高齢化社会に対応した市民の足としての利便性の高い公共交通体系
について調査研究する

地域公共交通対策特別委員会報告 （平成30年～令和４年)

　本委員会では、本庁舎の整備に関して、本庁舎整
備基本計画や基本設計業務の進捗状況を踏まえ、本
庁舎整備や周辺整備に係るさまざまな課題について
検証し、市担当部局と協議を重ねてきた。
　令和３年３月に新庁舎は完成し、分散されていた
事務所機能が一つの庁舎に集約され、市民が利用し
やすく開かれた庁舎となった。
　また、現在の情報化社会において、効率的で迅速
な議会運営を推進することの重要さを鑑み、令和２
年11月より、議会におけるタブレット端末の導入を
行った。令和２年12月定例会では、執行部において

もタブレット端末が導入され、執行部と議会が一体
となり、ＩＣＴ化を推進することができた。
　ＩＣＴ化の推進は、新型コロナウイルス感染症の
拡大や頻発する災害への対応のため、より一層重要
性を増している。タブレット端末の活用や議会での
ＩＣＴ化の取り組みは、これからも継続的に行って
いく必要があるが、本委員会の設置目的は十分達成
されたと認識している。
　今後の運用については、デジタル社会に順応した
議会活動を目指し、引き続き各議員の研鑽を求めて
いく。

本庁舎整備に伴い議場を含めた実施設計の精査と、周辺インフラ整備および議会ＩＣＴ化について調査研究する

本庁舎整備特別委員会報告 （平成30年～令和４年）

　本委員会では、坂井市議会基本条例にもとづき、人
口９万人から10万人程度の類似市議会との比較や旧
町別の議員１人当たりの人口・面積などを参考に、将
来の人口減少や市の財政状況を考慮しながら、議員
定数・議員報酬・政務活動費・選挙公営・行政視察旅
費の５つの項目について調査・研究してきた。
　議員定数については、定数削減に対して反対の意
見もあったが、多くの議員が削減すべきという考え
だった。意見交換会の内容も考慮に入れ、最終的な
意思決定を行い、令和３年９月定例会で定数条例改
正の発議案を上程、賛成多数で可決された。これに
より、令和４年４月に行われる市議会議員選挙の定
数は2人減の24人となる。
　議員報酬については、若者や子育て世代が立候補
できるよう増額すべきという意見もあったが、コロ
ナ禍の中で報酬を増額することは難しいという判断

のため、現状維持とした。
　政務活動費については減額すべきという意見もあ
ったが、議員の調査研究などの活動に資するための
必要な経費という意見を集約し、現状維持とした。
　選挙公営の公費負担については、県内全ての市町
が導入しており、全議員が賛成した。令和３年９月
定例会で、「坂井市の議会の議員及び長の選挙におけ
る選挙運動の公費負担に関する条例」を議決、令和４
年４月に行われる選挙から適用される。
　行政視察旅費については増額すべきという意見も
あったが、現状維持の意見が多数であり、現状維持
とした。
　今後、より一層、議会改革に取り組むとともに、
議員一人一人が日々の研鑽、資質の向上に努め、議
員活動を活発にし、市民から信頼される議会を目指
していく。

議会活動の充実・強化を図り、将来の人口減少と地方創生を見据えた地方議会のあるべき姿の追求をする

議会改革特別委員会報告 （令和２年～令和４年）

市議会だより市議会だより
坂井坂井
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6常任委員会報告

問

問

答

答

答

問

答

問
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総

主な質疑内容
　

  総 務 部

　防犯事業のＬＥＤ防犯灯設置について、夜間
にウオーキングをする人が増えているが、集落
間に防犯灯を設置して防犯や安全対策を図るべ
きではないか。
　防犯上、防犯カメラや防犯灯が必要な場合に

は、警察とも協議しながら対応していきたい。

　三国学校給食センターの調理業務が民間委託
されたが、正職員の割合に変化はあるのか。
　正職員の割合は変わっていないが、退職者が

いる場合、その分は再任用や会計年度任用職員

を雇用することになるため、正職員数は減るこ

とになる。

  総合政策部

　オンデマンド交通実証実験の今後の計画は。
　実証実験の対象地区に対するアンケート結果

などを踏まえ、一部実証実験の内容を変更し、

２地区の実験運行については４月以降も継続し

ていく予定である。

　集落カルテ事業は全集落を対象にすること
で成果が見られるのではないか。
　令和３年度は50の集落、令和４年度は95の

集落の調査を予定している。令和４年度に55歳

以上が半分以上を占める集落を全部調査し、令和

５年度から残りの集落の調査を行っていきたい。

  財 務 部

　国民健康保険税に対する未就学児の均等割に
ついて、就学前の児童は全額免除にするべきで
は。

　保険制度は全ての被保険者が等しく保険給付

を受けるための権利であり、被保険者の人数に

応じて一定の負担をお願いしているため、所得

の多寡に関わらず、一定の保険料を負担しても

らっている。全額免除については国の動向を注

視しながら対応していきたい。

陳　　　情

※意見陳述者を招致し説明を受け審査

＜主な意見＞

○乗り換えが不便になるのは理解できるが、まず

は、福井県並行在来線準備会社のコストを下げ

ることが大事である。

〇存続させることによって自治体の財政負担が大

きくなり、通勤通学客の利便性向上に逆行する

可能性がある。

〇陳情の意見は妥当であり、県の経済面から言っ

ても必要なことである。

務 常 任 委 員 会 報 告

▲ 調理業務が民間委託された三国学校給食センター

北陸新幹線が大阪へ延伸す
るまで、特急「サンダーバ
ード」「しらさぎ」をＪＲ西
日本・ＪＲ東海の運営・運
行で現行のまま存続させる
ことを求める陳情

不採択陳情第１号

市議会だより市議会だより
坂井坂井

7 常任委員会報告

主な質疑内容

  三国病院

　ニチイ学館が実施した患者満足度調査の結果は。
　令和３年11月22日から27日までの間、外来

患者100人を対象として、待ち時間や事務職員

の接遇などを４段階評価で回答したもので、例

えば、診察の待ち時間は平均2.9点、接遇は3.7

点という結果だった。

  教育委員会

　　改正バリアフリー法の改正に伴う市内小中学
校の段差解消、車椅子用トイレやエレベーター
などの設置は。
　玄関に入るまでの外の部分のスロープについ

ては、全ての小中学校で段差解消の整備が終わ

っている。車椅子用トイレについても、全ての

小中学校の校舎、または体育館に多目的トイレ

を整備している。エレベーターは全ての中学校

と、春江東小学校に設置している。

　　コロナ禍における小中学校の修学旅行への対
応は。
　令和４年度１学期に実施する学校について

は、確実に実施できるよう県内１泊２日の指示

をしている。

　　観光交流課で進めている一筆啓上茶屋の移転
は、丸岡城天守の国宝化に影響はないのか。
　国宝化は国が定めるものであり、引き続き試
掘や文献調査を行い、調査研究を積み重ねるこ

とで将来的に国宝化につながっていくと考えて

いる。

　

  生活環境部

　地球温暖化対策授業の実施対象は。

　令和４年度は市内５校の小学６年生を対象と

して行い、令和５年度以降も継続し、市内全校

で実施する予定である。

  健康福祉部

　　５歳から11歳までのワクチン接種に伴う市
の推進体制は。
　２月25日に対象者5,600人に接種券を発送し

ている。小児ワクチンの有効性や安全性を理解

して、接種の判断をしてもらうことが重要であ

るため、説明書の同封や広報、ホームページな

どで情報提供をしている。

　　コロナ禍で休園が長期化した場合の代替保育
への対応は。
　※縮小保育を前提に、保育士の確保が困難に

なった場合、公立園では保育課や子育て支援セ

ンターに所属する保育士の派遣、民間園では子

育て支援センターを活用するというガイドライ

ンを作成し、保育施設に周知している。

　　重層的支援体制整備事業の訪問支援事業の内
容は。
　精神保健福祉士などの資格を持った訪問支援

に関する支援員を福祉総務課に配置し、既存の

相談支援体制の隙間を埋めるような取り組みを

行っている。

▲ ５歳から11歳の対象者に送付された新型コロナワクチン接種の書類

教 育 民 生 常 任 委 員 会 報 告

問

答
問

答

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

※縮小保育…感染防止のため、可能な場合は自宅での保育をお願いするなど、保育所などでの保育の提供を縮小して実施すること。



8常任委員会報告

主な質疑内容
　

  産業政策部

　緩効性肥料におけるプラスチック被膜殻の海
洋流出問題についてどのように対策を講じてい
くのか。
　緩効性肥料の使用量減や、流出抑制の栽培管

理、代替肥料の実証実験を市内８農家の協力を

得て令和４年度に実施する予定である。

　三国港市場竣工式と同時開催する朝市を今後
どのようにアピールしていくのか。
　テレビ、新聞などメディア全般においてプロ

モーション活動を展開し、本市の水産業振興に

つなげていきたい。

　東尋坊再整備事業における地質調査は何カ所
計画しているのか。
　ボーリング調査と電波を当てて計測する２種

類の調査方法で、３カ所を予定している。

　令和４年度の三国花火の開催を判断する時期
は。
　新型コロナウイルス感染症の状況も見極め、
延期も含めて、実行委員会において４月末に判

断する予定である。

　地域商業活性化事業におけるキッチンカー導
入支援の対象は。
　本市に主たる事業所を有し、１年以上事業を

継続している中小企業者が対象となる。

  建 設 部

　　三国駅駐車場には、観光客用大型バスの駐車
スペースは確保しているのか。
　ロータリー部分に設置した３台分の路線バス

駐車スペースを共有することになっており、路

線バス事業者から運用上支障ないと確認してい

る。

　除雪対策事業で除雪車にGPSが導入された
がどのような利点があったのか。
　除雪車の運行状況が常時把握できたことで、

問い合わせへの対応や除雪状況の確認に役立っ

た。

　除雪対応型ではないマンホールの蓋への対応
は。
　耐用年数に応じた取り替えの際に、順次、除

雪対応型のマンホールの蓋に交換している。

陳　　　情

※意見陳述者を招致し説明を受け審査

＜主な意見＞

〇シルバー人材センターは特殊な経営体であるこ

とから意見書の提出は認めるべきである。

〇高齢者が活躍できる組織であり、わずかな報酬

に不利益なことが起きることには問題がある。

☆発議第１号にて陳情をもとに意見書を提出。

▲ リニューアルオープンした三国港市場

産 業 建 設 常 任 委 員 会 報 告

問

答

問

答

答

問

問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

シルバー人材センターに対
する支援を求める意見書の
提出について

採択陳情第２号

かん こう せい ひ りょう ひ  まく から

市議会だより市議会だより
坂井坂井

9 定例会審議結果

令和３年度坂井市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）

令和３年度坂井市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号）

坂井市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について

坂井市暴力団排除条例の一部を改正する条例
について

坂井市ひとり親家庭等医療費助成に関する条
例の一部を改正する条例について

坂井市重度障害者（児）医療費の助成に関する
条例の一部を改正する条例について

シルバー人材センターに対する支援を求める
意見書の提出について

シルバー人材センターに対する支援を求める
意見書の提出について

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議
について

坂井市議会委員会条例の一部を改正する条例
について

坂井市春江中小企業センター条例を廃止する
条例について

坂井市一般職の職員の給与に関する条例及び
坂井市一般職の職員の旅費に関する条例の一
部を改正する条例について

北陸新幹線が大阪へ延伸するまで、特急「サン
ダーバード」「しらさぎ」をＪＲ西日本・ＪＲ東
海の運営・運行で現行のまま存続させること
を求める陳情

★３月定例会に提出された議案と議決結果 

定 例 会 審 議 結 果
○…賛成　×…反対　□…棄権　△…欠席　-…議長のため原則採決に参加できない
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議案第１号
議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号
議案第６号
議案第７号
議案第８号
議案第９号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号
議案第24号
同意第１号
同意第２号
諮問第１号
諮問第２号
諮問第３号

陳情第１号

陳情第２号

発議第１号

発議第２号

発議第３号

議案番号 件　　　　　名

令和３年度坂井市一般会計補正予算（第８号）

令和３年度坂井市一般会計補正予算（第９号）

令和４年度坂井市一般会計予算

令和４年度坂井市国民健康保険特別会計予算

令和４年度坂井市後期高齢者医療特別会計予算

令和４年度坂井市水道事業会計予算

令和４年度坂井市公共下水道事業会計予算

令和４年度坂井市農業集落排水事業会計予算

令和４年度坂井市病院事業会計予算

辺地に係る公共的施設の総合整備計画について

市有財産の無償譲渡について

市道路線の認定について

坂井市三国駅条例の一部を改正する条例について

坂井市児童館条例の一部を改正する条例について

令和３年度坂井市一般会計補正予算（第10号）

令和３年度坂井市病院事業会計補正予算（第３号）

教育委員会委員の任命について

公平委員会委員の選任について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について



10一般質問［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］

　障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
を
取

得
し
て
い
る
人
数
は
。

　令
和
４
年
１
月
末
現
在
で
１
，
１
３

３
人
が
取
得
し
て
い
る
。

　受
給
者
証
を
取
得
し
て
い
る
人
数
の

増
減
は
。

　平
成
28
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
当
初

の
期
間
で
見
る
と
、
８
２
６
人
か
ら
１
，

１
３
３
人
に
増
加
し
て
い
る
。

　受
給
者
証
を
取
得
し
て
い
る
人
の
成

人
と
児
童
の
割
合
は
。

　成
人
は
７
９
８
人
、
児
童
は
３
３
５

人
で
あ
り
、
成
人
と
児
童
の
割
合
は
約

７
対
３
で
あ
る
。

　地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
し
て
、
事
業
を
充
実
さ
せ
て
い

く
考
え
は
あ
る
の
か
。

　事
業
所
に
対
し
て
調
査
を
行
い
、
土

日
や
夜
間
の
開
所
、
食
事
や
入
浴
の
提

供
の
要
望
が
多
い
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。

　ま
た
、
利
用
者
や
支
援
者
か
ら
の
、

行
き
た
い
場
所
が
な
い
、
温
か
い
声
か

け
を
し
て
ほ
し
い
、
そ
っ
と
し
て
お
い

て
ほ
し
い
な
ど
と
い
う
声
を
し
っ
か
り

聞
き
な
が
ら
、
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　本
市
の
場
合
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
が
４
カ
所
に
必
要
で
は
。

　民
間
団
体
な
ど
と

連
携
し
、
日
中
に
利
用
で
き
る
居
場
所

を
増
や
し
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
多

様
化
し
て
い
く
こ
と
も
、
一
つ
の
方
法

で
あ
る
と
考
え
る
。

　今
後
、
利
用
さ
れ
る
方
の
障
が
い
種

別
や
、
年
齢
に
応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
日
中
の
過
ご
し
方
な
ど
、

施
設
の
増
設
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

後藤　寿和

辻　　人志

　坂
本
市
長
は
坂
井
市
が
誕
生
し
た
16

年
前
に
就
任
し
、「
誰
も
が
住
み
や
す

く
、
健
康
で
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、「
４
町

融
和
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
始
ま
り
、
前

半
は
「
心
」
を
、後
半
は
「
笑
顔
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
て
「
笑
顔
で
み
ん
な
が
住

み
た
く
な
る
ま
ち
」
の
実
現
に
努
め
て

き
た
。

　こ
れ
ま
で
の
４
期
16
年
の
総
括
と
自

己
評
価
を
伺
う
。

　平
成
20
年
３
月
に
坂
井
市
総
合
計
画

を
策
定
し
、
４
町
融
和
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
相
互
の
心
の
結
び
つ
き
を
大
切
に

し
、「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
と
し
て
、
誰
も
が
笑
顔
で
あ
り
続

け
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
坂
井
」
の
実
現

に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　令
和
２
年
３
月
策
定
の
第
二

次
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
は
「
ひ
と
」

で
あ
る
と
い
う
姿
勢
の
も
と
、

「
輝
く
未
来
へ…

み
ん
な
で
創
る

希
望
の
ま
ち
〜
子
ど
も
た
ち
の

夢
を
育
む
ふ
る
さ
と
を
目
指
し

て
〜
」
を
将
来
像
と

し
て
掲
げ
、
市
民
や
関
係
機
関
と
手
を

携
え
な
が
ら
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

　「
自
己
評
価
」
に
つ
い
て
は
、
自
身

を
評
価
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
だ

が
、
４
期
に
わ
た
り
市
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
、

一
つ
の
評
価
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　こ
れ
ま
で
特
に
大
き
な
問
題
も
な
く

市
政
運
営
が
で
き
た
の
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導
と
大
き
な
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
心
か
ら
感
謝

し
て
い
る
。

一
般
質
問

▲ 第二次坂井市総合計画

▲ 地域活動支援センターでの活動の様子

４
期
16
年
の
坂
本
市
政
を

振
り
返
っ
て

誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
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　空
き
家
は
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要

で
あ
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

　令
和
３
年
度
よ
り
、
管
理
代
行
サ
ー

ビ
ス
経
費
の
助
成
を
し
て
い
る
。

　ま
た
、
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
協
定
を
結
び
、
空
き
家
の
管
理
代
行

サ
ー
ビ
ス
業
務
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。

　宅
地
の
流
動
化
を
進
め
る
た
め
、
家

屋
の
解
体
除
去
に
対
し
、
期
限
を
設
け

て
思
い
切
っ
た
補
助
を
し
て
は
。

　本
市
で
は
空
き
家
の
改
修
補
助
、
老

朽
空
き
家
の
除
却
補
助
や
準
老
朽
空
き

家
の
除
却
支
援
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

県
、
市
の
空
き
家
対
策
協
議
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　本
市
が
管
轄
す
る
福
祉
施
設
で
は
良

好
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　施
設
へ
の
訪
問
調
査
を
行
う
べ
き
で

は
。　市

の
業
務
と
し
て
指
導
監
査
が
あ

り
、
監
査
時
以
外
で
も
担
当
職
員
が
各

種
業
務
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
で
、
当
該

施
設
を
訪
問
し
て
い
る
。

　介
護
ヘ
ル
パ
ー
が
不
足
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
確
保
が
必
要
で
は
。

　県
や
広
域
連
合
と
連
携
を
図
り
、
介

護
ヘ
ル
パ
ー
を
含
め
た
介
護
人
材
の
確

保
に
努
め
た
い
。

　介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
取
得
に
対
す

る
対
策
は
。

　厚
生
労
働
省
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

で
受
講
料
の
支
援
制
度
が
あ
り
、
支
援

情
報
の
周
知
啓
発
に
努
め
た
い
。

山田　秀樹

川畑　孝治

　令
和
３
年
６
月
定
例
会
に
て
、「
全

天
候
型
遊
戯
施
設
の
整
備
が
必
要
で

は
」
と
い
う
一
般
質
問
を
行
っ
た
が
、

理
事
者
か
ら
の
答
弁
は
、「
市
内
に
は

既
に
十
分
な
施
設
を
有
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
本
市
は
海
も
山
も
あ
り
、

屋
内
で
遊
ぶ
よ
り
屋
外
が
よ
い
」
と
い

う
内
容
で
あ
っ
た
。

　令
和
４
年
２
月
に
は
、
県
は
全
天
候

型
の
子
ど
も
の
遊
び
場
を
整
備
す
る
市

町
に
対
す
る
補
助
を
、
従
来
の
８
０
０

万
円
か
ら
最
大
１
億
円
に
拡
充
す
る
方

向
で
調
整
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。　子

育
て
世
代
か
ら
、
雨
や
雪
、
猛
暑

日
で
も
子
ど
も
が
活
発
に
遊
べ
る
屋
内

施
設
の
設
置
を
求
め
る
声
が
高
ま
る
な

か
、
本
市
に
お
い
て
も
再
考
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
整
備
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

　市
内
に
は
、
市
の
施
設
で
は
ゆ
り
の

里
公
園
、
県
の
施
設
で
は
総
合
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
や
エ
ン
ゼ
ル
ラ
ン
ド
ふ
く

い
な
ど
が
あ
り
、
小
規
模
な
も
の
か
ら

大
規
模
な
も
の
ま
で
多
く
の
施
設
が
あ

る
。

　そ
れ
以
外
に
も
地
域
の
児
童
館
や
民

間
施
設
も
含
め
る
と
、
子
ど
も
が
遊
べ

る
施
設
は
既
に
十
分
整
備
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　一
方
で
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
遊

び
場
施
設
が
大
切
な
こ
と
も
認
識
し
て

お
り
、
今
後
、
県
の
補
助
制
度
の
内
容

と
施
設
整
備
後
の
維
持
管
理
な
ど
も
含

め
て
、
適
宜
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▲ 雨の日でも活発に遊べる全天候型遊戯施設（かがにこにこパーク）

▲ 高齢者施設で働く介護ヘルパー

全
天
候
型
子
ど
も
遊
び
場
整
備
支
援
の

大
幅
拡
充
を
有
効
活
用
し
て
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
福
祉
施
設
の

状
況
は

空
き
家
対
策
へ
の
取
り
組
み
を

介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
・
養
成
を
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　「
地
域
福
祉
計
画
」
に
あ
る
「
福
祉

教
育
の
推
進
」
に
お
け
る
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

　学
校
に
対
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
じ
て
、
点
字
、
手
話
、
盲
導
犬
、
高

齢
者
生
活
の
疑
似
体
験
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
企
画
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　「
地
域
福
祉
計
画
」
に
あ
る
「
住
民

が
主
体
的
に
地
域
課
題
を
把
握
し
解
決

を
試
み
る
体
制
づ
く
り
」
と
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

い
う
専
門
職
を
配
置
し
、
住
民
が
主
体

的
に
課
題
の
解
決
に
向
け
て
関
わ
っ
て

い
け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

る
。　「

高
齢
者
福
祉
計
画
」
の
「
生
涯
現

役
社
会
の
実
現
に
向
け
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
主
な
取
り
組
み
と
課

題
は
。

　通
い
の
場
な
ど
の
高
齢
者

の
居
場
所
づ
く
り
や
、
主
体

的
な
介
護
予
防
・
健
康
づ
く

り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　課
題
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

住
民
主
体
の
活
動
を
自
粛
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　「
障
が
い
者
福
祉
計
画
」
の
「
地
域

で
助
け
合
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制

づ
く
り
」
の
主
な
取
り
組
み
と
課
題
は
。

　地
域
住
民
と
の
触
れ
合
い
や
交
通
移

動
手
段
の
確
保
、
災
害
対
策
・
防
犯
体

制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
災

害
時
の
障
が
い
者
の
避
難
や
支
援
の
課

題
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

渡辺　竜彦

近藤　哲行

　カ
ー
ド
を
保
有
す
る
市
民
、
お
よ
び

加
盟
店
の
増
加
を
図
る
た
め
、
利
用
を

促
進
す
る
企
画
を
増
や
せ
な
い
か
。

　令
和
２
年
か
ら
行
政
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和

３
年
は
８
事
業
を
実
施
し
、
令
和
４
年

は
９
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

　市
指
定
ご
み
袋
が
破
れ
や
す
い
と
感

じ
る
が
、
改
善
は
で
き
な
い
の
か
。

　今
ま
で
に
改
良
を
重
ね
て
き
て
お

り
、
当
面
ご
み
袋
の
仕
様
を
変
更
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　隊
員
同
士
で
名
前
が
分
か
る
よ
う

に
、
身
分
証
明
書
を
発
行
で
き
な
い
か
。

　隊
員
と
し
て
身
分
を
明
確
に
で
き
る

ほ
か
、
隊
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
団
結
力
向
上
に
役
立
つ
た
め
、
隊

長
や
役
員
な
ど
と
相
談
し
て
検
討
す
る
。

　各
学
校
に
お
け
る
校
則
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

　各
学
校
に
対
し
、
児
童
、
生
徒
の
実

情
や
保
護
者
の
考
え
方
、
地
域
の
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
、
絶
え
ず
積
極
的
に
見

直
す
よ
う
に
周
知
を
し
て
い
る
。

　日
常
的
に
ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て

い
る
の
か
。

　悩
み
を
持
つ
児
童
や
保
護
者
に
対
し

て
支
援
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
友

人
関
係
、
家
庭
で
の
悩
み
、
学
習
、
教

員
と
の
関
係
、
子
ど
も
の
行
動
、
不
登

校
と
い
っ
た
相
談
を
受
け
て
い
る
。

カ
イ
モ
ン
カ
ー
ド
の
利
用
拡
充
を

ご
み
袋
を
よ
り
頑
丈
に

防
犯
隊
員
に
身
分
証
明
書
の
発
行
を

校
則
の
見
直
し
へ
の
対
応
は

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役
割
は

▲ 利用拡大が期待されるカイモンカード

▲ 第三次坂井市福祉保健総合計画（概要版）

第
三
次
坂
井
市
福
祉
保
健
総
合
計
画

の
推
進
を
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　住
民
が
理
解
し
、
納
得
の
で
き
る
分

か
り
や
す
い
説
明
、
お
よ
び
市
民
と
の

意
見
交
換
の
場
を
。

　フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
地
元
区
長
会

な
ど
へ
の
説
明
、
意
見
交
換
会
を
随
時

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
関
係
各
所
へ
の

説
明
を
丁
寧
か
つ
積
極
的
に
し
て
い

く
。　一

筆
啓
上
茶
屋
を
移
転
す
る
前
に
、

丸
岡
城
の
耐
震
改
修
工
事
と
雨
漏
り
な

ど
の
修
繕
を
。

　耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
文
化

庁
や
県
と
の
天
守
の
保
存
、
活
用
方
法
、

新
設
す
る
関
連
施
設
な
ど
を
含
め
た
協

議
が
整
い
次
第
、
実
施
す
る
。

　雨
漏
り
な
ど
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、

軽
微
な
も
の
は
、
そ
の
都
度
文
化
庁
と

協
議
を
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

　今
後
の
丸
岡
城
天
守
の
国
宝
化
を
目

指
す
方
向
性
、
考
え
方
は
。

　引
き
続
き
、
遺
構
の
調
査
や
文
献
調

査
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
国
宝

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　城
山
の
史
跡
指
定
の
取
り
組
み
は
。

　専
門
家
や
文
化
庁
と
、
引
き
続
き
協

議
を
し
な
が
ら
指
定
を
目
指
し
て
い
く
。

　家
庭
の
経
済
事
情
な
ど
に
左
右
さ
れ

ず
、
学
び
た
い
人
が
学
べ
る
よ
う
、
本

市
独
自
の
返
済
が
不
要
な
奨
学
金
制
度

を
設
立
し
て
は
。

　財
源
の
確
保
や
公
平
性
の
担
保
な

ど
、
難
し
い
問
題
が
あ
る
。

　本
市
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
奨
学
金
支
援

事
業
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

吉川　貞明

畑野麻美子

　本
市
で
ス
マ
ー
ト
農
業
に
取
り
組
む

農
業
者
は
何
件
か
。

　令
和
３
年
度
末
ま
で
に
取
り
組
む
農

業
者
は
21
件
の
見
込
み
で
あ
る
。

　今
後
の
導
入
見
込
み
は
。

　生
産
組
織
や
認
定
農
業
者
な
ど
に
導

入
の
希
望
調
査
を
行
い
、
３
１
２
件
中

42
件
の
導
入
希
望
が
あ
っ
た
。

　令
和
３
年
度
は
導
入
希
望
者
以
外
か

ら
の
基
地
局
の
申
込
み
も
あ
り
、
令
和

７
年
度
に
は
70
件
程
の
申
込
み
を
見
込

ん
で
い
る
。

　本
市
の
生
産
者
組
合
、
ま
た
は
認
定

農
業
者
へ
の
支
援
は
。

　県
の
補
助
事
業
に
、
市
費
を
上
乗
せ

す
る
こ
と
で
支
援
を
し
て
い
る
。

　本
市
産
米
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

　市
内
の
小
中
学
校
の
給
食
に
３
カ
月

間
い
ち
ほ
ま
れ
を
提
供
す
る
ほ
か
、
平

成
28
年
度
か
ら
は
保
育
園
に
も
本
市
産

の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
提
供
し
て
い
る
。

　儲
か
る
農
業
を
目
指
す
本
市
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　「
越
前
坂
井
う
ら
ら
の
極
味
膳
」
や

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で
甘
え
び
、

若
狭
牛
や
米
な
ど
、
本
市
の
農
林
水
産

物
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。　本

市
の
耕
作
放
棄
地
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

　数
を
把
握
す
る
た
め
に
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

　ま
た
、
多
面
的
機
能
の
維
持
や
食
料

自
給
率
の
低
下
抑
制
の
た
め
、
遊
休
農

地
な
ど
の
所
有
者
に
利
用
意
向
調
査
を

行
う
。

本
市
の
農
業
の
現
状
と
課
題
は

耕
作
放
棄
地
の
再
生
を

本
市
独
自
の
奨
学
金
を

▲ 自動操舵システム付き田植え機

▲ 丸岡城と一筆啓上茶屋

農
林
水
産
業
の
力
で

本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
を

丸
岡
城
周
辺
整
備
基
本
計
画
と

一
筆
啓
上
茶
屋
移
転
に
お
け
る

市
民
へ
の
説
明
を

■問■答■問■答■問■答■問■答

■問■答

■問■答■問■答■問■答■問■答■問■答

■問■答



14一般質問［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］

　持
続
可
能
な
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の

考
え
は
。

　誰
も
が
安
価
で
利
便
性
が
よ
く
継
続

し
て
利
用
で
き
、
暮
ら
し
を
支
え
る
大

切
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
運
行

の
総
括
は
ど
う
か
。

　市
民
の
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い

る
。　ま

た
、
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

や
意
見
を
踏
ま
え
、
よ
り
良
い
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
に
な
る
よ
う
努
め
る
。

　実
証
実
験
運
行
を
今
の
２
地
区
か
ら

さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
計
画
は
。

　エ
リ
ア
を
拡
大
し
な
が
ら
地
区
を
広

げ
て
い
き
た
い
。

　エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
場
合
、
交
通
の

不
便
な
地
域
や
市
街
地
か
ら
離
れ
た
地

域
で
の
実
証
実
験
運
行
が
必
要
で
は
。

　地
域
に
よ
っ
て
住
ん
で
い
る
世
代
、

家
族
構
成
や
生
活
圏
に
も
違
い
が
あ
る

の
で
、
実
証
実
験
を
続
け
る
中
で
し
っ

か
り
と
検
討
し
た
い
。

　え
ち
ぜ
ん
鉄
道
が
実
施
し
て
い
る
西

長
田
ゆ
り
の
里
・
テ
ク
ノ
ポ
ー
ト
福
井

間
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
活
用
で
き
な
い

か
。　同

じ
デ
マ
ン
ド
交
通
を
支
え
る
交
通

事
業
者
と
し
て
協
議
の
場
を
設
け
、
よ

り
良
い
提
案
、
活
用
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
た
い
。

　市
民
に
根
ざ
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
を
目
指
す
な
ら
ば
、
市
が
主
体
的
に

管
理
す
べ
き
で
は
。

　オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
に
は
交

通
事
業
者
と
の
共
存
、
役
割
分
担
な
ど

に
よ
っ
て
安
全
で
安
心
で
き
る
交
通
を

提
供
で
き
る
と
考
え
る
。

佐藤　寛治

前田　嘉彦

　各
施
設
に
お
け
る
利
用
者
数
と
定
員

数
の
バ
ラ
ン
ス
は
。

　定
員
を
超
過
し
て
い
る
児
童
ク
ラ
ブ

数
は
27
ク
ラ
ブ
中
17
カ
所
で
、
地
域
に

よ
っ
て
は
施
設
面
で
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
が
、
追
加
の
部
屋
や
新
た

な
施
設
の
確
保
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

　申
し
込
み
の
際
に
必
要
な
就
労
証
明

書
な
ど
の
書
類
の
提
出
を
、「
自
宅
か

ら
１
キ
ロ
以
内
に
居
住
す
る
祖
父
母
」

か
ら
、「
同
じ
小
学
校
区
内
に
居
住
す

る
祖
父
母
」
に
変
更
し
た
理
由
は
。

　ま
た
、
そ
の
対
象
年
齢
を
統
一
す
べ

き
で
は
。

　実
際
の
距
離
と
保
護
者
が
思
う
距
離

に
認
識
の
相
違
が
あ
る
場
合
が
多
く
、

公
平
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
基
準
を

明
確
に
す
る
た
め
に
変
更
し
た
。

　ま
た
、
必
要
書
類
提
出
者
の
対
象
年

齢
は
統
一
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い

る
。　第

二
次
坂
井
市
環
境
基
本
計

画
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
職

員
へ
の
啓
発
や
意
識
向
上
の
状

況
は
。

　庁
内
の
電
子
掲
示
板
を
活
用
し
、
ご

み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
関
す

る
こ
と
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
周
知
を
行
い
、
環
境

に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。　今

回
提
供
を
予
定
し
て
い
る
ご
み
分

別
ア
プ
リ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
方
法
は
。

　ア
プ
リ
で
ご
み
収
集
日
を
カ
レ
ン

ダ
ー
形
式
で
確
認
が
で
き
る
ほ
か
、
ご

み
の
分
別
種
別
の
検
索
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
ア
プ
リ
内
の
テ
ロ
ッ
プ
機
能

を
通
じ
て
、
収
集
体
制
変
更
時
の
情
報

を
提
供
す
る
新
た
な
手
段
と
し
て
活
用

し
た
い
。

▲ ごみ分別・収集日通知アプリ「ごみサポ！」

▲ 実証実験で使用されたデマンド交通車両

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
早
期
実
現
を

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
は

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

実
現
に
向
け
て

■問■答■問■答■問■答■問■答■問■答

■問■答

■問■答■問■答■問

■答■問■答

一般質問

市議会だより市議会だより
坂井坂井

［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］15

▲ ICTを活用した授業の様子

　次
の
市
長
に
望
む
こ
と
は
。

　過
去
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
急

激
な
時
代
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
新

し
い
感
覚
や
発
想
を
持
っ
て
、
本
市
の

発
展
と
市
民
の
た
め
の
市
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
健
康
被
害
か
ら
市
民
を

守
る
た
め
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
本
市
独
自

の
体
操
を
活
用
し
、
毎
日
楽
し
く
続
け

ら
れ
る
工
夫
を
し
て
、
市
民
運
動
を
展

開
し
て
は
ど
う
か
。

　ラ
ジ
オ
体
操
や
マ
リ
ン
体
操
な
ど
も

含
め
て
、
自
分
に
適
し
た
運
動
の
実
践

と
継
続
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
ア
プ
リ

と
合
わ
せ
た
取
り
組
み
や
、
健
康
講
座

や
高
齢
者
の
通
い
の
場
で
の
周
知
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
運
動

の
重
要
性
を
啓
発
し
て
い
く
。

　本
市
の
学
校
教
育
の
現
状
と
、
今
後

な
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。

　県
は
学
力
・
体
力
と
も
に
全
国
上
位

に
位
置
し
て
お
り
、
本
市
も
高
い
学
力

と
体
力
の
維
持
に
努
め
た
い
。

　ま
た
、
学
校
の
耐
震
化
や
教
室
の
空

調
設
備
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備
な
ど
、

教
育
環
境
の
充
実
も
進
ん
で
い
る
。

　さ
ら
に
、
学
校
・
学
級
運
営
を
支
援

す
る
人
員
の
配
置
や
、
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進

な
ど
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　し
か
し
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と

も
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も
人

づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
個
性
、
潜
在
能
力
を
見
つ
け
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え

る
。

三宅小百合

永井　純一

　地
域
資
源
を
活
用
し
た
６
次
産
業
化

の
推
進
を
。

　既
存
の
製
品
と
し
て
「
も
み
わ
か

め
」、「
塩
う
に
」
な
ど
が
あ
る
が
、
今

後
も
新
た
な
６
次
化
商
品
が
生
ま
れ
る

よ
う
、
県
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
推

進
し
た
い
。

　６
次
産
業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
起
用

を
。　県

の
福
井
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
専
門
家
の
派
遣
を
行
っ
て
お

り
、
現
状
で
も
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

　魅
力
あ
る
商
品
開
発
の
た
め
に
テ
ス

ト
キ
ッ
チ
ン
の
整
備
を
。

　現
状
で
も
い
ね
す
や
ユ
リ
ー
ム
春
江

の
調
理
室
が
利
用
で
き
る
た
め
、
有
効

に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　小
さ
な
起
業
を
支
援
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
。

　市
商
工
会
の
支
援
事
業
の
ほ
か
、
県

は
農
林
漁
業
経
営
の
６
次
産
業
化
を
推

進
す
る
た
め
、
都
市
圏
へ
の
販
路
開
拓

に
要
す
る
経
費
や
、
農
林
水
産
物
の
加

工
・
販
売
を
す
る
施
設
・
機
械
な
ど
の

整
備
に
要
す
る
経
費
を
支
援
し
て
い
る
。

　女
性
が
活
躍
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
。

　海
女
の
就
業
に
係
る

準
備
支
援
や
定
着
支
援

制
度
、
さ
か
い
農
業
女
史
に
は
イ
ベ
ン

ト
や
先
進
地
視
察
に
対
す
る
支
援
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　売
れ
る
商
品
開
発
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
支
援
を
。

　６
次
産
業
化
に
関
心
を
持
つ
農
林
漁

業
者
に
県
の
支
援
制
度
を
紹
介
し
、
県

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

く
。

新
リ
ー
ダ
ー
に
望
む
こ
と

市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
に

教
育
は
子
ど
も
の
幸
せ
の
た
め
に

▲ 6次産業化アワードを受賞した株式会社ザファーム（千葉県）

地
域
資
源
を
活
用
し

稼
ぐ
農
林
水
産
業
の
支
援
を

■問■答■問■答■問■答

■問■答■問■答■問■答■問■答■問

■答■問■答



16一般質問［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］

　令
和
４
年
度
の
市
税
収
入
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

で
あ
る
が
、
前
年
度
対
比
５
・
８
％
増

の
１
２
３
億
５
，
６
２
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
根
拠
は
。

　令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
固
定
資
産
税
の

軽
減
措
置
が
あ
っ
た
が
、
令
和
４
年
度

に
つ
い
て
は
通
常
課
税
と
な
る
こ
と
か

ら
税
収
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

　小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
や
体
育
施

設
改
修
工
事
な
ど
、
多
く
の
公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
合
併
特
例
債
を
活
用

し
て
い
く
の
か
。

　補
正
予
算
債
や
公
共
施
設
等
適
正
管

理
推
進
事
業
債
、
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
な
ど
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利

な
起
債
を
活
用
し
、
合
併
特
例
債
の
発

行
枠
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
対
策
な
ど
へ
の
活
用
を
図

る
。　本

市
独
自
の
財
源
で
あ
る
、
ま
ち
づ

く
り
整
備
基
金
や
寄
附
市
民
参
画
基
金

を
、
ど
の
よ
う
に
有
効
活
用
す
る
の
か
。

　市
民
に
１
万
円
を
給
付
し
た
事
業
な

ど
の
コ
ロ
ナ
対
策
費
や
、
企
業
立
地
助

成
金
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
、
学

校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業
な
ど
、
ソ
フ

ト
事
業
に
充
当
し
て
お
り
、
今
後
も
有

効
活
用
し
て
い
く
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
健
全
な
財
政

運
営
の
観
点
か
ら
、
坂
井
市
中
期
財
政

計
画
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　本
市
の
財
政
状
況
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
大
型
事
業
な
ど
の
全
体
事
業
費

の
見
通
し
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
で

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

川端　精治

松本　　朗

　就
学
援
助
を
受
け
る
約
８
０
０
名
の

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
は
、
学
校
給
食

費
の
半
額
支
援
を
実
質
受
け
ら
れ
な
い
。

　就
学
援
助
費
減
額
の
撤
回
を
求
め

る
。　こ

の
支
援
は
、
保
護
者
が
支
払
っ
た

給
食
費
の
同
額
を
扶
助
す
る
こ
と
で
実

質
無
償
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
保
護
者

の
負
担
が
な
い
も
の
に
援
助
す
る
こ
と

は
、
事
業
趣
旨
と
異
な
る
た
め
難
し
い
。

　文
部
科
学
省
は
、
学
校
給
食
費
が
半

額
に
な
っ
て
も
、
就
学
援
助
は
従
来
の

全
額
分
出
し
て
も
よ
い
と
し
て
い
る
が
。

　文
部
科
学
省
で
確
認
し
て
い
る
が
、

実
際
に
負
担
し
た
額
以
上
を
出
す
こ
と

は
想
定
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　空
家
除
却
支
援
事
業
の
補
助
額
、
事

業
件
数
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
は
。

　令
和
４
年
度
に
件
数
を
引
き
上
げ
て

対
応
す
る
。

　相
続
人
が
不
在
の
場
合
に
、
踏
み
込

ん
だ
支
援
が
必
要
で
は
。

　相
続
財
産
管
理
人
な
ど
の
制
度
の
紹

介
や
、
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
へ
の
相

談
を
働
き
か
け
て
い
る
。

　高
齢
者
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
設
置
な
ど

も
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

の
対
象
に
し
て
は
。

　他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
調
査
検
討
し
た
い
。

　令
和
３
年
度
の
管
理
者
報
酬
は
１
９

６
万
５
千
円
、
議
員
報
酬
は
４
０
万

６
，
２
５
０
円
で
あ
る
。

　廃
止
、
ま
た
は
抜
本
的
見
直
し
を
。

　企
業
団
の
令
和
２
年
３
月
議
会
で
、

今
後
も
減
額
の
ま
ま
据
え
置
く
と
い
う

議
決
を
し
て
い
る
。

本
市
独
自
の
戦
略
的
な
財
政
運
営
を

空
き
家
対
策
の
抜
本
的
強
化
を

▲ 合併特例債を活用して大規模改修が計画されている雄島小学校

▲ ボートレース三国

競
艇
企
業
団
の
管
理
者
報
酬
・

議
員
報
酬
の
削
減
・
廃
止
を

学
校
給
食
費
半
額
に
伴
う

就
学
援
助
費
減
額
の
撤
回
を

■問■答■問■答■問■答

■問■答

■問■答■問■答■問■答■問■答■問

■答■問■答

17 一般質問・補正予算概要

市議会だより市議会だより
坂井坂井

［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］

伊藤　聖一

　坂
本
市
長
な
く
し
て
、
坂
井
郡
４
町

合
併
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て

い
る
。

　市
長
は
「
４
町
融
和
を
図
り
、
心
の

結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た
」
と
述
べ
て

い
た
が
、
４
町
融
和
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
の
か
。

　坂
井
市
が
誕
生
し
て
以
来
、「
４
町

融
和
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ま
ち
の
個
性
を
尊
重
し
、
特
色

を
生
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
市
民
の
交

流
の
場
を
増
や
す
な
ど
、
互
い
の
融
和

を
目
指
し
た
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　４
期
16
年
を
振
り
返
る
と
、
１
期
目

は
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
新
市
と
し
て
の
新
し
い
文
化
や
絆

を
育
む
こ
と
に
努
め
た
。

　２
期
目
は
、「
心
」
を
市
政
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
て
、「
み
ん
な
の
心
で
築

こ
う
ふ
る
さ
と
坂
井
」
を
目
標
に
、
市

民
の
行
政
へ
の
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
強
化
に
取
り
組
ん
だ
。

　３
期
、
４
期
目
は
、「
笑
顔
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
て
、
市
民
の
健
康
と
坂
井

市
に
住
む
こ
と
に
誇
り

を
持
っ
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

努
力
し
て
き
た
。

　笑
顔
は
人
の
心
を
豊
か
に
し
、
人
と

人
と
の
心
の
つ
な
が
り
は
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　い
ろ
い
ろ
な
人
の
支
え
が
あ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営
が
で
き
た
と
感

じ
て
い
る
。

▲ 答弁をする坂本市長

坂
本
市
長
が
目
指
し
た

坂
井
市
の
姿
と
は

補正額  46億1,220万円（補正後の額  489億8,140万円）
令和３年度　一般会計３月補正予算概要

◆次世代型地域交通導入推進事業
 1,680万円
　オンデマンド型交通実証実験のアンケート結果
を踏まえた、実験運行の継続に係る経費の増額。

◆地方創生推進事業 39万円
　企業版ふるさと納税による寄附額の増加に伴う
委託料の増額。

◆水産業経営支援事業 850万円
　燃油価格高騰により、経営に影響を受けた漁業
者を支援する補助金に係る経費の増額。

◆都市計画事務事業 220万円
　近年の自然災害等を踏まえ、大規模盛土により
宅地造成された箇所の調査に係る経費の増額。

◆私立保育所運営支援事業 845万円
　私立保育所等における保育士等の処遇改善につ
いて、令和４年２月から３％程度の賃金引き上げ
を行うために必要な経費の補助に係る経費の増額。

◆まちづくり整備基金 25億円
　越前三国競艇企業団の事業収益の積み立てに伴
う積立金の増額。

主 な事業

■問■答答



18広域連合・一部事務組合報告・議会報告会のお知らせ

広域連合・一部事務組合議会報告

福井県後期高齢者医療広域連合
　県内すべての市町で構成。
　被保険者の資格の管理や保険料の決定、医療の給付
などに関する事務を行う。 
■令和３年11月：第２回定例会
●監査委員の選任につき議会の同意を求める
ことについて　同意
●令和２年度一般会計・特別会計歳入歳出決算
の認定　認定

　他３件を可決

嶺北消防組合
　坂井市とあわら市で構成。　
■令和３年11月：第３回臨時会
●令和２年度一般会計歳入歳出決算認定　認定
●消防団員の定員、任免、服務等に関する条例
の一部を改正する条例　可決

他１件を可決

福井坂井地区広域市町村圏事務組合
　坂井市・福井市・あわら市・永平寺町で構成。
　主に清掃センター、ＹＯＮＥＴＳＵ-ＫＡＮささおかの
運営、電子計算組織（福井市を除く）の共同利用を行う。　
■令和３年11月：第182回定例会
●令和２年度一般会計歳入歳出決算の認定　
認定
●専決処分の承認を求めることについて（令和
３年度一般会計補正予算）　承認

他１件を可決

越前三国競艇企業団
　坂井市と越前市で構成。
　競艇事業の運営を行う。 
■令和３年12月：第３回臨時会
●令和３年度モーターボート競走事業会計補
正予算（第２号）　可決

　３月定例会の報告と意見交換会を行います。議会や市政に対する皆さまの

ご意見をお聞かせください。    

　住所に関係なく、どの会場でも参加できます。皆さまの参加をお待ちしています。

　なお、新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、内容の変更または開催を中止す

る可能性があります。    

　その際は議会ホームページにてお知らせいたしますので、予めご了承ください。

議会報告会を開催します

５１－１１０４

６６－４５６７

８２－６４００

６８－０８４３

春江町随応寺17-17

坂井町長畑25-11-１

三国町神明一丁目４-20

丸岡町西里丸岡12-21-1

春江中コミュニティセンター ２階 201会議室

東十郷コミュニティセンター １階 多目的ホール

三国コミュニティセンター　 １階 大ホール

高椋コミュニティセンター　 ３階 大会議室

５月23日（月）
午後７時～

５月24日（火）
午後７時～

開催日時 会　　　　　　場

市議会だより市議会だより
坂井坂井

19 表紙募集・今号の表紙・6月定例会会期日程のお知らせ

　う
ら
ら
か
な
春
の
陽
気
は
、
い

ま
や
気
候
変
動
の
影
響
で
汗
ば
む

ほ
ど
の
陽
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　本
市
で
は
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

さ
か
い
活
動
団
体
の
協
力
で
、
小

学
生
向
け
の
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
オ
リ
ジ
ナ
ル
副
読
本
を
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
作
成

し
ま
し
た
。

　令
和
４
年
度
か
ら
は
、
こ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
副
読
本
を
使
っ
て
、
市
内

小
学
６
年
生
を
対
象
に
「
ス
ト
ッ
プ

温
暖
化
対
策
授
業
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
未
来
の
た
め
に
、
い
ま
行
動

で
き
る
こ
と
を
共
に
学
び
、
一
緒

に
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　さ
て
、
４
年
に
一
度
の
改
選
が

行
わ
れ
、
新
し
い
市
長
と
新
た
な

メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
議
会
活
動
を
分
か
り
や
す

く
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
三
宅
）

編 
集 
後 

記

スマートフォンでこ
のバーコードを読み
込むと、宛先が入っ
た状態でメールアプ
リが起動します。

今 号 の 表 紙
あなたの写真で、坂井市の魅力を伝えてみませんか？

議会広報の表紙写真を大募集！

発行部数約3万部、市内全世帯に配布される議会広報紙の表紙写真を
募集します。発行月は、５月、８月、11月、２月です。季節感あふれ
る、あなたが撮影した奇跡の１枚をお待ちしています。　
応募資格　市内在住、または在勤・在学している人
応募期間　希望掲載月の前月第１月曜日まで
応募要件　・市内で撮影したもの（概ね１年以内で未発表のもの）
　　　　　・写真は、縦長で撮影された３MB以上の画像データ
　　　　　　（JPG、JPEG形式等）
注意事項　・応募者以外に被写体となっている人の承諾を必ず得てください。

承諾を得ていなかった場合のクレーム・トラブルなどに
ついては、一切の責任を負いかねます。なお、個人の所
有物に関しても、同様とします。
・応募された写真は、無償で市議会が使用することに承諾
したものとします。また、サイズ調整等のため加工を行う
ことがあります。

・選考は市議会広報編集委員会で行います。なお、審査内容については
お答えできません。

応募方法　①撮影者の氏名（掲載時に使用、ペンネーム可）、②住所、③電話
番号、④掲載希望月、⑤撮影年月、⑥撮影場所、⑦写真の説明を
記入し、写真データを添付して、メールで下記アドレスまで送付
してください。

問い合わせ　議会事務局　T E L：0776-50-3001　
　　　　　　　　　　　MAIL：gikai.fukui.sakai@gmail.com

たくさんのご応募、
ありがとうございました。

Check!

★６月定例会会期日程（予定）
６月10日（金）10時～ 本会議（行政報告･議案説明など）  
13日（月）･14日（火）10時～ 予算特別委員会
22日（水）10時～ 本会議（代表質問）
23日（木）･24日（金）10時～ 本会議（一般質問）
28日（火）10時～ 産業建設常任委員会
29日（水）10時～ 教育民生常任委員会
30日（木）10時～ 総務常任委員会

７月 ４ 日（月）10時～ 予算特別委員会
 ６ 日（水）10時～ 本会議（委員長報告・採決など） 

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。 

議会を傍聴してみませんか

今号の表紙は初孫じぃじさんの
撮影作品です。
撮影場所
春江の自宅

撮影者のコメント
孫と茶々丸くん（猫）
は仲良く日向ぼっこ
中。春も訪れ、『よ
うやく暖かくなって
きたね～』と、茶々
丸は孫を見守ってくれています。
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